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平成27年12月期（平成27年6月9日～平成27年12月8日）決算短信

平成28年1月15日

フ ァ ン ド 名 ＭＡＸＩＳ 海外株式（ＭＳＣＩコクサイ）上場投信 上場取引所 東証

コ ー ド 番 号 1550

連 動 対 象 指 標 ＭＳＣＩ Ｋｏｋｕｓａｉ Ｉｎｄｅｘ

主 要 投 資 資 産 投資信託証券

売 買 単 位 10口

管 理 会 社 三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 URL http://www.am.mufg.jp/

代 表 者 名 取締役社長 金上 孝

問合せ先責任者 ディスクロージャー部 宇野 誠朗 TEL (03)6250-4910

有価証券報告書提出予定日 平成 2 8年 3月 7日

分 配 金 支 払 開 始 予 定 日 平成 2 8年 1月 1 5日

Ⅰ ファンドの運用状況

１. 平成27年12月期の運用状況（平成27年6月9日～平成27年12月8日）

(1)資産内訳 （百万円未満切捨て）

主要投資資産
現金・預金・その他の資産

（負債控除後）
合計（純資産）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

平成27年12月期 6,616 ( 100.5 ) △35 ( △0.5 ) 6,580 ( 100.0 )

平成27年6月期 6,159 ( 100.7 ) △43 ( △0.7 ) 6,116 ( 100.0 )

(2)設定・解約実績

前計算期間末

発行済口数(①)
設定口数(②) 解約口数(③)

当計算期間末

発行済口数

(①＋②－③)
千口 千口 千口 千口

平成27年12月期 2,800 400 ― 3,200

平成27年6月期 2,500 300 ― 2,800

(3)基準価額

総資産

(①)

負債

(②)

純資産

(③(①－②))

100口当たり基準価額

((③/当計算期間末発行済口数)×100)
百万円 百万円 百万円 円

平成27年12月期 6,635 55 6,580 205,637

平成27年6月期 6,178 62 6,116 218,436

(4)分配金

10口当たり分配金
円

平成27年12月期 152

平成27年6月期 200

２. 会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無
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Ⅱ 財務諸表等
【ＭＡＸＩＳ 海外株式（ＭＳＣＩコクサイ）上場投信】
（１）【貸借対照表】

第 9 期
［ 平成27年6月8日現在 ］

第 10 期
［ 平成27年12月8日現在 ］

金 額（円） 金 額（円）

資産の部

流動資産

コール・ローン 18,516,751 19,659,160

投資信託受益証券 6,159,829,612 6,616,060,068

未収利息 29 31

流動資産合計 6,178,346,392 6,635,719,259

資産合計 6,178,346,392 6,635,719,259

負債の部

流動負債

未払収益分配金 56,000,000 48,640,000

未払受託者報酬 1,235,116 1,331,878

未払委託者報酬 3,396,532 3,662,593

その他未払費用 1,520,161 1,709,919

流動負債合計 62,151,809 55,344,390

負債合計 62,151,809 55,344,390

純資産の部

元本等

元本 ※1 2,800,000,000 3,200,000,000

剰余金

期末剰余金又は期末欠損金（△） 3,316,194,583 3,380,374,869

（分配準備積立金） (16,246) (94,588)

元本等合計 6,116,194,583 6,580,374,869

純資産合計 6,116,194,583 6,580,374,869

負債純資産合計 6,178,346,392 6,635,719,259

（２）【損益及び剰余金計算書】

第 9 期
自 平成26年12月 9日
至 平成27年 6月 8日

第 10 期
自 平成27年 6月 9日
至 平成27年12月 8日

金 額（円） 金 額（円）

営業収益

受取配当金 62,463,036 55,756,088

受取利息 5,384 7,463

有価証券売買等損益 262,587,776 △334,751,056

営業収益合計 325,056,196 △278,987,505

営業費用

受託者報酬 1,235,116 1,331,878

委託者報酬 3,396,532 3,662,593

その他費用 ※1 1,822,744 2,050,738

営業費用合計 6,454,392 7,045,209

営業利益又は営業損失（△） 318,601,804 △286,032,714

経常利益又は経常損失（△） 318,601,804 △286,032,714

当期純利益又は当期純損失（△） 318,601,804 △286,032,714

一部解約に伴う当期純利益金額の分配額又は
一部解約に伴う当期純損失金額の分配額（△） ― ―

期首剰余金又は期首欠損金（△） 2,757,293,779 3,316,194,583

剰余金増加額又は欠損金減少額 296,299,000 398,853,000

当期追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損
金減少額 296,299,000 398,853,000

分配金 ※2 56,000,000 48,640,000

期末剰余金又は期末欠損金（△） 3,316,194,583 3,380,374,869
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（３）【注記表】
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 投資信託受益証券は時価で評価しております。時価評価にあたっては、基準価額で評価
しております。

（貸借対照表に関する注記）

第 9 期
［ 平成27年6月8日現在 ］

第 10 期
［ 平成27年12月8日現在 ］

※１期首元本額 2,500,000,000円 2,800,000,000円
期中追加設定元本額 300,000,000円 400,000,000円

期中一部解約元本額 ― ―

２ 受益権の総数 2,800,000口 3,200,000口

３ １口当たり純資産額 2,184.36円 2,056.37円
（100口当たり純資産額） （218,436円） （205,637円）

（損益及び剰余金計算書に関する注記）
第 9 期（自 平成26年12月9日 至 平成27年6月8日）
※１ その他費用

上場費用および商標使用料等を含んでおります。

※２ 分配金の計算過程

当期配当等収益額 A 62,468,420円

分配準備積立金額 B 2,218円

配当等収益合計額 C=A+B 62,470,638円

経費 D 6,454,392円

当ファンドの分配対象収益額 E=C-D 56,016,246円

収益分配金金額 F 56,000,000円

次期繰越金（分配準備積立金） G=E-F 16,246円

当ファンドの期末残存口数 H 2,800,000口

100口当たり分配金額 I=F/H*100 2,000円

第 10 期（自 平成27年6月9日 至 平成27年12月8日）
※１ その他費用

上場費用および商標使用料等を含んでおります。

※２ 分配金の計算過程

当期配当等収益額 A 55,763,551円

分配準備積立金額 B 16,246円

配当等収益合計額 C=A+B 55,779,797円

経費 D 7,045,209円

当ファンドの分配対象収益額 E=C-D 48,734,588円

収益分配金金額 F 48,640,000円

次期繰越金（分配準備積立金） G=E-F 94,588円

当ファンドの期末残存口数 H 3,200,000口

100口当たり分配金額 I=F/H*100 1,520円

（金融商品に関する注記）

１ 金融商品の状況に関する事項

区 分
第 9 期

（ 自 平成26年12月 9日

至 平成27年 6月 8日 ）

第 10 期
（ 自 平成27年 6月 9日

至 平成27年12月 8日 ）

１ 金融商品に対する取組

方針

当ファンドは、「投資信託及び投資法人に関する

法律」（昭和26年法律第198号）第２条第４項に定め
る証券投資信託であり、有価証券等の金融商品への
投資を信託約款に定める「運用の基本方針」に基づ

き行っております。

同 左

２ 金融商品の内容及び当
該金融商品に係るリス

ク

当ファンドは、投資信託受益証券に投資しており
ます。当該投資対象は、価格変動リスク、為替リス

ク等の市場リスク、信用リスクおよび流動性リスク
に晒されております。

同 左

投資信託受益証券は、運用の効率化を図るために、

株価指数先物取引を利用しております。当該デリバ
ティブ取引は、価格変動リスク等の市場リスクおよ
び信用リスク等を有しております。

同 左
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区 分

第 9 期

（ 自 平成26年12月 9日
至 平成27年 6月 8日 ）

第 10 期

（ 自 平成27年 6月 9日
至 平成27年12月 8日 ）

投資信託受益証券は、外貨の決済のために為替予

約取引を利用しております。当該デリバティブ取引
は、為替相場の変動による市場リスクおよび信用リ
スク等を有しておりますが、ごく短期間で実際に外

貨の受渡を伴うことから、為替相場の変動によるリ
スクは限定的であります。

同 左

また、投資信託受益証券に係るデリバティブ取引

の時価等に関する事項についての契約額等は、あく
までもデリバティブ取引における名目的な契約額ま
たは計算上の想定元本であり、当該金額自体がデリ

バティブ取引のリスクの大きさを示すものではあり
ません。

同 左

３ 金融商品に係るリスク

管理体制

ファンドのコンセプトに応じて、適切にコントロ

ールするため、委託会社では、運用部門において、
ファンドに含まれる各種投資リスクを常時把握しつ
つ、ファンドのコンセプトに沿ったリスクの範囲で

運用を行っております。
また、運用部門から独立した管理担当部署により

リスク運営状況のモニタリング等のリスク管理を行

っており、この結果は運用管理委員会等を通じて運
用部門にフィードバックされます。

同 左

２ 金融商品の時価等に関する事項

区 分
第 9 期

［ 平成27年6月8日現在 ］

第 10 期

［ 平成27年12月8日現在 ］

１ 貸借対照表計上額、時価

及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同 左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事
項に関する注記）に記載しております。

同 左

デリバティブ取引は、該当事項はありません。 同 左
上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま
す。

同 左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補
足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほ

か、市場価格がない場合には合理的に算定された価
額が含まれております。当該価額の算定においては
一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提

条件等によった場合、当該価額が異なることもあり
ます。

同 左

（有価証券に関する注記）
売買目的有価証券

第 9 期
［ 平成27年6月8日現在 ］

第 10 期
［ 平成27年12月8日現在 ］

種 類 当計算期間の損益に含まれた評価差額(円) 当計算期間の損益に含まれた評価差額(円)

投資信託受益証券 262,589,658 △334,697,559

合計 262,589,658 △334,697,559

（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項
該当事項はありません。

（関連当事者との取引に関する注記）
該当事項はありません。


